
前期 文系

2006年度入学試験学力検査問題

数 学
[
文系学部 90分

]
答 案 用 紙 2枚

注 意

1. 監督員の合図があるまで，問題の内容を見てはいけません。

2. 筆記用具のほか定規，コンパスの使用を認めます。
ただし，分度器の使用は認めません。

3. 受験番号及び氏名は，答案用紙の所定欄に必ず記入してください。

（例） 受験番号 1234567X の場合 −→
1 2 3

4 5 6 7 X

4. 解答には黒鉛筆またはシャープペンシルを使用し，必ず配付された答案用紙
に記入してください。
答案用紙には，解答に関係のないことを記入してはいけません。

5. 試験中に不鮮明な印刷等に気付いた時は，手をあげて監督員に申し出てくだ
さい。

6. 答案用紙を切り取ったり，持ち帰ったりしてはいけません。

7. 問題冊子の余白は利用可能ですが，どのページも切り離してはいけません。

8. 問題冊子は，持ち帰ってください。また，試験終了時刻まで退室できません。

— 1 —



— 2 —



— 3 —



1 以下の問いに答えなさい。答えのみでなく，理由も述べなさい。

(1) 2000の正の約数の個数を求めなさい。
(2) 2000の正の約数のうち，自然数の 2乗で表されず，偶数であるものの個数を

求めなさい。
(3) 2001 以上 3000 以下の自然数のうち，8 の倍数となるものの個数を求めな

さい。
(4) 2000は 12で割ると 8余る。2001以上 3000以下の自然数のうち，12で割る

と 8余るものの個数を求めなさい。
(5) 2001以上 3000以下の自然数のうち，8の倍数となるかまたは 12で割ると 8

余るものの個数を求めなさい。
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2 4つの地点A，B，P，Qがあり，ある日にある地点にいたX氏が図に示された
確率で翌日に別の地点に移っているものとする。たとえば，Aから Pへ移る確率
は 1

4
である。X氏が 2005年 12月 31日に A，B，P，Qにいた確率をそれぞれ

a0，b0，p0，q0とする。nを自然数とし，n日後に A，B，P，Qにいる確率をそ
れぞれ an，bn，pn，qnとする。たとえば，2006年 1月 3日にA，B，P，Qにい
る確率はそれぞれ a3，b3，p3，q3である。以下の問いに答えなさい。
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(1) pn+2，qn+2を pnと qnを用いて表しなさい。
(2) X氏が 2005年 12月 31日にAにいたとする。pnと qnを求めなさい。
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3 1辺の長さが aの正三角形ABCとその内部に中心をもつ相異なる 4つの円 C0，
C1，C2，C3がある。円 C0の中心は△ABCの重心であり，円 C1，C2，C3のお
のおのは△ABCの隣り合う 2辺と接し，円 C0とは外接しているものとする。以
下の問いに答えなさい。

(1) 円C0の半径を rとするとき，円C1，C2，C3の半径を求めなさい。
(2) 4つの円 C0，C1，C2，C3の面積の和 S が最小になるときの円 C0の半径と

Sの最小値を求めなさい。

4 平行四辺形ABCDにおいて，AB = 6，AD = 5，BD = 7とする。辺AD上の
点 Pを通り，辺ABと平行な直線を引き，辺BCとの交点を P′とする。Pを通り
対角線 BDと平行な直線を引き，辺 ABとの交点を Qとする。P′ を通り対角線
BDと平行な直線を引き，辺CDとの交点をQ′とする。以下の問いに答えなさい。
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(1) AP = 5t（0 ≦ t ≦ 1）とするとき，六角形 PQBP′Q′D（ただし，t = 0, 1の
ときは三角形）の面積 S(t)を tで表しなさい。

(2)

∫ 1

0

S(t) dtを求めなさい。
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